
①量の見込み
（ニーズ）

②確保方策
（受入枠）

③量
（実際の利用申込み等）

④確保方策
（実際の受入れ枠）

1

・健康診査を受ける人数
４，６９１人

・健康診査の実施回数
５９，１７２回

【実施場所】
　全国の医療機関
（病院，診療所，助産院）
【実施体制】
　医療機関の医師
【検査項目】
　尿検査，血液検査等

・健康診査を受ける人数
４，７９９人

・健康診査の実施回数
５７，５６５回

計画の確保方策（②）と同様 100.0%

2
事業を利用する人数

４，４５６人

【実施体制】
　専門職２５人
（助産師，看護師，保健師）
【実施機関】
　市直営

事業を利用する人数
４，６４２人

【実施体制】
　専門職２８人

（助産師，看護師，保健師）
【実施機関】

　市直営

100.0%

3
訪問事業の実施件数

２７０件

【実施体制】
　専門的相談支援員１人，
育児・家事支援１人
【実施機関】
　子ども家庭課 子ども家庭支援室
【委託団体】
　宇都宮市母子寡婦福祉連合会
（育児・家事支援）

訪問事業の実施件数
２４２件

計画の確保方策（②）と同様 100.0%

4
利用人数

５６，４９５人

・利用人数
　８７，９５５人
・施設数
　地域子育て支援拠点事業１２か所，
　その他５９か所

利用人数
４５，４８３人

計画の確保方策（②）と同様 100.0%

5
施設数
７か所

公立子育てサロン７か所
施設数
７か所

計画の確保方策（②）と同様 100.0%

6
延べ利用人数
２３８，２４０人

２４０，８９０人分
延べ利用人数
２１８，４４０人

（概数）
計画の確保方策（②）と同様 100.0%

7
延べ利用人数
２４，０２４人

４４，６３５人分
延べ利用人数
４０，９０７人

計画の確保方策（②）と同様 100.0%

子ども部
保育課

所管課

子ども部
子ども家庭課

・安心して妊娠期を過ごし，出産を迎えられるよう，妊娠異常の予防や早期発見・早期治
療を促し，妊婦の健康管理を適正に行った。
・母子保健法に改めて「児童虐待の発生予防・早期発見」の役割が明記されたことを踏
まえ，今後とも計画に基づき，事業の趣旨を含めた制度の十分な周知を行い，受診率の
向上に努めながら，適正に事業を継続する。
・Ｈ２９年１０月から妊婦健診に加え産婦健診を2回実施し，支援が必要な産婦を早期発
見し，産後ケア，産後サポート事業などにつなげ，切れ目ない支援を実施していく。

・出産後の育児支援や虐待の未然防止を図るため，全戸訪問による面接を実施した。
・母子保健法に改めて「児童虐待の発生予防・早期発見」の役割が明記されたことを踏
まえ，面接率の向上や訪問指導員の確保，資質向上に取り組むなど，今後とも計画に
基づき，適正に事業を継続する。

・専門的相談支援員や育児・家事支援などにより，相談指導や育児・家事援助を行っ
た。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

・計画において，利用人数を238,240人（①）と見込み，受入枠を240,890人（②）としたとこ
ろ，実際の利用は217,970人（③）であったが，実際の受入枠としては，②と同数を確保
（④）している。
・幼稚園や認定こども園において，乳幼児の一時預かり事業を着実に行った。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

子ども部
子ども未来課

子ども部
保育課

・計画において，利用人数を24,024人（①）と見込み，受入枠を44,635人（②）としたとこ
ろ，実際の利用は40,907人（③）であったが，実際の受入枠としては，②と同数を確保
（④）している。
・保育所や小規模保育事業所等において，乳幼児の一時預かり事業を着実に行った。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

№

一時預かり事業（幼稚園型）

一時預かり事業（一般型）

平成２８年度「宇都宮市子ども・子育て支援事業計画」の進捗状況

乳児家庭全戸訪問事業

養育支援訪問事業

地域子育て支援拠点事業

利用者支援事業

達成率
（④／②）

子ども部
子ども家庭課

子ども部
子ども家庭課

評　価　・　今後の方向性

子ども部
保育課

教育委員会事務局
生涯学習課

・計画において，利用人数を56,495人（①）と見込み，受入枠を87,955人（②）としたとこ
ろ，実際の利用は45,483人（③）であったが，実際の受入枠としては，②と同数を確保
（④）している。
・親子の交流の場の提供や育児講座の実施により，子育ての相談指導や育児不安の解
消などを図った。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

・入所に関する説明会の実施や，利用者に対する子育てに関する情報提供などを行っ
た。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

子ども部
保育課

支援事業計画の記載内容 平成２８年度の実績値

事業・取組名

妊婦に対する健康診査

別紙２
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①量の見込み
（ニーズ）

②確保方策
（受入枠）

③量
（実際の利用申込み等）

④確保方策
（実際の受入れ枠）

所管課№

平成２８年度「宇都宮市子ども・子育て支援事業計画」の進捗状況

達成率
（④／②）

評　価　・　今後の方向性

支援事業計画の記載内容 平成２８年度の実績値

事業・取組名

別紙２

8

・小学１～３年生の利用人数
　　６，５６０人

・小学４～６年生の利用人数
　　７，６７７人

１４，２３７人分

・小学１～３年生の利用人数

３，８８４人
・小学４～６年生の利用人数

３，０３８人

計画の確保方策（②）と同様 100.0%

9
利用日数
３５６日

宇都宮乳児院：９０人・日
児童養護４施設：２６６人・日

利用日数
２２６日

宇都宮乳児院：１２３人・日
児童養護４施設：１０３人・日 63.5%

10
利用人数
１，３４０人

３，７３５人分
利用人数
４，２５２人

４，２５２人分 113.8%

11
利用人数
５，２８５人

４，６５５人分
利用人数
２，９０８人

６，３７０人分 136.8%

12
利用人数
５，２７４人

（前年比＋１０４人）

７，２３３人分
（前年比＋１４３人分）

利用人数
４，８９５人

（前年比＋３９０人）

７，１１０人分
（前年比＋１９９人分） 98.3%

13 ９，８７２人 １０，１８５人分 ８，８１３人 １０，５０７人分 103.2%

14 ４，４０６人 ４，５８９人分 ５，３２３人
４，７７９人分

（入所児童数　５，１７２人） 104.1%

15 １，１４２人 １，０１１人分 １，９０３人
１，０７０人分

（入所児童数　１，３２７人） 105.9%

16 ４，６５８人 ３，６４４人分 ４，０８６人
３，０９５人分

（入所児童数　３，５２８人） 84.9%

・事業者の選定等に不測の日数を要し，達成率は84.9％であるが，利用定員の弾力化
の活用により，平成２９年４月１日時点の待機児童数は０名となった。
・今後とも，計画に基づき，現在進めている保育所等の施設整備を進め，平成２９年度末
の待機児童解消に繋げていく。

・計画に位置付けられた供給体制の確保に取り組んだ。
・今後とも，計画に基づき，現在進めている保育所等の施設整備を進め，平成２９年度末
の待機児童解消に繋げていく。

・計画に位置付けられた供給体制の確保に取り組んだ。
・今後とも，計画に位置付けられた現行体制を維持することにより，供給体制の確保を
図っていく。

子ども部
保育課

子ども部
子ども未来課

子ども部
子ども家庭課

子ども部
保育課

子ども部
保育課

教育委員会事務局
生涯学習課

・計画において，利用人数を14,237人（①）と見込み，受入枠を14,237人（②）としたとこ
ろ，実際の利用は6,922人（③）であったが，実際の受入枠としては，②と同数を確保（④）
している。
・希望者は全員，希望に沿った利用が可能な状況となるよう，協力会員の確保を着実に
行ってきた。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

・利用日数について，必要とする家庭が少なかったことにより，想定していた利用日数を
下回った。
・確保方策については，ニーズを踏まえた確保に努めている。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

・計画において，利用人数を1,340人（①）と見込み，受入枠を3,735人（②）としたところ，
実際の利用は4,252人（③）であったが，実際の受入枠としては，③と同数を確保（④）し
ている。
・当事業は，利用したい時に利用できることが望ましく，実際の利用の増加にも対応でき
た。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

・当事業は，計画に基づき，病院等に協力をいただきながら，計画値を上回る数を確保
することができた。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

・利用人数について，利用ニーズが低かったことにより，想定していた利用人数を下回っ
た。
・確保方策については，ニーズを踏まえた確保に努めている。
・今後とも，計画に基づき，適正に事業を継続する。

放課後児童健全育成事業

幼児期の学校教育・保育
（３号１，２歳）

幼児期の学校教育・保育
（１号）

幼児期の学校教育・保育
（２号）

幼児期の学校教育・保育
（３号０歳）

子育て援助活動支援事業
（ファミリーサポートセンター事業）

子育て短期支援事業

延長保育事業

病児保育事業

2


